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リサイクルマーク

日本のスチール缶リサイクル率は90％を超えており、世界でも非常に高いレベルにある。
なぜ日本ではスチール缶のリサイクル率が高いのか。それは家庭や職場からの分別
排出に始まり、自治体により分別収集され、製鉄所でリサイクルするという資源循環
システムがしっかり確立されているからだ。

スチール缶リサイクル
ごみの減量化と環境負荷の低減を目指して
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日本のリサイクル率は
過去最高を記録
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スチール缶リサイクルの特長

スチール缶スクラップを再利用できる
製鉄所などの工場が全国各地にある。

スチール缶は磁力選別ができ、
そのままプレスするだけで
品質の高い原料になる。

受け皿が確立している選別が容易

ラ
ッ
プ
の
高
品
質
化
を
図
っ
た
。
そ
の
結

果
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
な
っ
た
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

製
鉄
所
な
ど
全
国
80
カ
所
の
製
鉄
工
場
で

原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輸

送
の
コ
ス
ト
や
C
O
2
排
出
量
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
生
ん
だ
。
さ
ら

に
拡
大
生
産
者
責
任（
※
）の
考
え
に
基
づ
い

て
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
他
素
材
に
先
駆
け

て
有
償
ま
た
は
無
償
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
引

き
取
る
こ
と
を
保
証
し
た
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
下
支
え
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
ス
チ
ー
ル
缶
を
は
じ
め
自
動
車
、

家
電
、
鉄
道
、
船
舶
の
材
料
、
ビ
ル
や
橋

梁
と
い
っ
た
建
設
資
材
な
ど
、
ス
チ
ー
ル

缶
が「
何
に
で
も
」「
何
度
で
も
」生
ま
れ
変

わ
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
を
確
立
し
、

ご
み
の
減
量
化
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢

献
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
ス
チ
ー
ル
缶
の
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
取
り
組
み
が
大
い
に
活
用
さ
れ
、

2
0
0
0
年
に
完
全
施
行
さ
れ
た
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
消
費
者
に
よ
る

分
別
排
出
、
自
治
体
に
よ
る
分
別
収
集
、

事
業
者
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
三
者

が
役
割
分
担
し
、
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の

減
量
に
取
り
組
む
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
他
の
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
も
向
上
し
た
。
ス
チ
ー
ル
缶
の
利
用

と
分
別
排
出
は
私
た
ち
が
身
近
に
で
き
る

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
な
の
だ
。

ス
チ
ー
ル
缶
の
消
費
・
回
収
・
再
生
と

い
う
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
に
は
、
長
い
歴

史
が
あ
る
。
日
本
は
高
度
成
長
期
以
降
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
に
よ
っ

て
発
展
し
、
ご
み
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
り
、

ポ
イ
捨
て
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
と
最
終
処

分
場
の
逼
迫
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
製
缶

メ
ー
カ
ー
や
商
社
と
共
に
1
9
7
3
年
、

あ
き
缶
処
理
対
策
協
会（
現
在
の
ス
チ
ー
ル

缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
）を
設
立
し
、
ま
ち
美

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み
減
量
化
に

い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。

従
来
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
た
ス
チ
ー

ル
缶
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
先
進
的
な
自
治

体
と
連
携
し
て
分
別
収
集
の
仕
組
み
を
つ

く
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
た
。
ス
チ
ー

ル
缶
は
分
別
収
集
さ
れ
た
後
、
自
治
体
ま

た
は
民
間
な
ど
の
資
源
化
施
設
で
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
と
な
る
。
資
源
化
施
設
に
は
ア
ル

ミ
缶
や
び
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
容
器
包

装
が
集
め
ら
れ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
に
は
容
器
包
装
を
素
材
ご
と
に
選
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
人
手
に
頼
る
が
、
ス
チ
ー

ル
缶
は「
磁
石
に
く
っ
つ
く
」と
い
う
特
性

を
活
か
し
、
磁
気
選
別
機
で
簡
単
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
プ
レ
ス
し
て

塊
に
す
る
だ
け
で
製
鉄
原
料
と
し
て
使
え

る
の
が
大
き
な
特
長
だ
。

一
方
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
ス
チ
ー
ル
缶

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
統
一
規
格
化
す
る
と

と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
材
料
を

開
発
し
、
製
鉄
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
ス
ク

※ 

拡
大
生
産
者
責
任   

生
産
者
が
製
品
の
生
産
・
使
用

段
階
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
段
階
ま
で
責
任

を
負
う
と
い
う
考
え
方
。

2
0
1
4
年
4
月
現
在
、
2
0
1
2
年
度
世
界
各
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
除
き
未
発
表
。
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